
　
六
月
二
六
日

　
Ｇ
Ａ
　
号
に
藤
森
照
信
が
茶
室
２
題
出
し
て
い
て
面
白
い
。
写
真
も
良
か

っ
た
。
藤
森
は
長
生
き
す
れ
ば
、
あ
る
独
特
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
だ
ろ
う

な
。
茶
の
宗
家
の
如
き
世
界
で
、
そ
れ
は
建
築
の
世
界
よ
り
も
、
個
々
人
に

則
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
よ
ほ
ど
広
い
。
た
だ
し
、
日
本
を
ベ
ー
ス
に
し
な

け
れ
ば
成
立
し
な
い
。
生
花
の
世
界
と
お
な
じ
だ
。
十
時
地
下
へ
、
利
根
町

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。

　
六
月
二
七
日

　
十
時
六
本
木
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
、
院
レ
ク
チ
ャ
ー
。
李
祖
原
、
Ｊ
・

グ
ラ
イ
タ
ー
も
参
加
。
テ
ラ
ス
で
、
建
築
・
建
築
家
の
近
未
来
に
つ
い
て
二

人
に
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た
。
ス
タ
ジ
オ
Ｇ
の
今
年
の
目
標
を
今
夕
話
し
合

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
六
月
二
九
日
　
日
曜
日

　
堀
田
善
衛
の
「
方
丈
記
私
記
」
再
読
。
定
家
の
「
明
月
記
私
記
」
と
併
読

す
る
と
、
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
何
故
仕
切
に
、
こ
の

時
代
す
な
わ
ち
平
安
か
ら
鎌
倉
へ
の
移
行
期
に
関
す
る
論
述
を
読
み
た
い
と

思
う
の
か
は
明
快
に
は
解
ら
な
い
。
今
の
時
勢
へ
の
絶
対
的
嫌
悪
と
で
も
言

う
べ
き
も
の
な
の
か
、
コ
レ
ワ
。
十
六
時
読
了
。
「
世
田
谷
村
市
場
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
。

　
六
月
三
〇
日

　
終
日
世
田
谷
地
下
。
世
田
谷
村
市
場
、
つ
ま
り
開
放
系
デ
ザ
イ
ン
市
場
、

住
宅
、
建
築
の
戦
略
を
練
り
直
す
。
独
人
動
か
ず
、
交
わ
ら
ず
熟
考
す
る
時

だ
ろ
う
。
今
年
の
夏
は
厳
し
い
夏
に
な
り
そ
う
だ
。
結
局
、
三
月
四
月
の
動

き
過
ぎ
で
、
流
石
に
疲
れ
た
体
を
休
め
る
の
に
五
月
六
月
を
費
し
て
し
ま
っ

た
。
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